
富山県知事 新 田 八 朗

未来共創セッション【富山市】
～ 新たな総合計画の策定に向けて ～

令和７年９月１５日



10 

55 

33 80.6

69.6Ⓐ

99.6

66.9Ⓑ

62.5Ⓒ

12,379

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

20

40

60

80

100

120

140

1920 1925 1930 1935 1940 1947 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2024 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

65歳以上 15～64歳 15歳未満

富山県の総人口 日本の総人口
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富山県の人口の推移と将来人口の見通し

富山県のピーク
1998年(H10)年

112.6万人

日本のピーク
2008年(H20)年

1億2,808万人

○富山県の人口は、全国より10年早い1998年をピークに減少に転じる
年齢３区分別では、65歳以上の割合が拡大する一方、15歳未満は減少が続いており、人口構成が変化

○国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計や直近の指標を用いて試算した結果、富山県の将来人口は、
2060年には62～69万人台まで減少する見込み

（万人） （万人）

【参考】

出典：総務省統計局「国勢調査」、富山県「人口移動調査」（いずれも各年10月1日現在）、将来推計は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」をもとに富山県試算

推 計

現行の富山県人口ビジョン
（H27策定）

【将来人口の推計条件】

Ⓐ若者の社会移動改善

Ⓑ社人研R5推計準拠

Ⓒ直近の出生率・移動率



● 県民と共に考え、共に実現する、県民が主役の計画づくり

● 未来志向の計画づくり
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新たな総合計画の策定

策定の考え方①

策定の考え方②

◆富山県の持続的な発展

◆豊かで幸せな暮らしの実現

☛ 計画の策定段階から、多くの県民や関係団体等との意見交換・対話

2060

人口見通し

62～69万人念頭に

10年後の

富山県

＼2035 目指す姿／

2035

2025

現在の

富山県

社会経済情勢は
変化が激しく先行き不透明

☛ 将来的な人口減少を念頭に、概ね10年後の目指す姿を見据え、
その実現に向けた５年間の主要な施策を示す

新たな総合計画
（期間：2025-2029）
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計画素案の概要 ①

⚫ 現行の総合計画の策定（H30.3）から７年が経過し、富山県を取り巻く社会経済情勢は、計画策定時から大きく変化
し、新たな課題への対応が求められている

⚫ このような時こそ、県民が将来への夢と希望をもてるよう、分かりやすいビジョンが必要
⚫ 本県の更なる成長と発展を目指すため、県民が主役の新しい富山県の未来を指し示す、新たな総合計画を策定する

１．策定の趣旨

２．計画の位置付け

⚫ 県政運営の指針、県政全般に関する最上位計画
まち・ひと・しごと創生法の「都道府県版総合戦略」としても
位置づけ

３．計画期間

⚫ 令和７年度～令和11年度までの５年間
概ね10年後の将来の目指す姿を見据え、その実現に向けた５年間
の主要施策を示す

４．富山県を取り巻く環境変化

富山県の人口は、1998年の112.6万

人をピークに、2035年には89.8万人ま

で減少すると予想（社人研）。人口減少

を緩和する取組みと、将来の人口構造

を踏まえた社会づくりが求められる

人口減少と
少子高齢化

112.6
99.6

1998 2024 2035

89.8万人

（高齢化率19.7％）  （33.4％）  （36.2％）

コロナ禍を経て、働き方や結婚、幸せ

や豊かさに関する価値観が多様化。

ウェルビーイングへの関心も高まっている。

誰もが自分らしく暮らせる社会の実現

が求められる

価値観の多様化

からだ

こころ 社会との
つながり

Well-being

AI、ロボット等の先端技術の実装が進み、

生活や経済活動の在り方が大きく変化。

技術革新やグローバル化の進展は、

産業構造や働き方､暮らし方に変革を

もたらすことが期待される

イノベーションの深化
グローバル化

ジェンダー平等、働き方改革、外国人

材の受入れなど、多様な人々が活躍

できる環境整備が進展。年齢、性別、

国籍等に関わらず、誰もが活躍でき、

共に支え合う社会の実現が求められる

担い手の多様化

R6能登半島地震では、富山県における

観測史上最大の震度5強を記録

気候変動等により、自然災害のリスクは

高まってきており、頻発化・激甚化する

災害への備えが不可欠

自然災害の
頻発化・激甚化

1976 2023

1976～1985

平均1.3回／年

2014～2023

平均2.8回／年
短時間強雨の発生回数

（富山県内）約2.2倍



計画素案の概要 ②
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⚫ 富山県を取り巻く環境が変化する中、｢数｣や｢量｣を

重視した従来型の発展モデルは転換期を迎えており、

これからは一人ひとりの幸せ、生活や人生の｢質｣を

より重視し、県民のウェルビーイングを高めていく

ことが重要です。

⚫ 人口減少下でも富山県が持続的に発展していくため

に、「富山が好き」「富山は心地いい」と思う富山

のファンを日本中・世界中に増やし、交流し続ける

ことで、新たな視点や多様な活力を取り込んでいき

ます。

⚫ 雄大な自然、おいしい水や食、豊かな伝統文化…

「幸せの基盤」が揃う富山県。 ここで暮らす人、

仕事をする人、よく訪れる人など、愛着を持って関

わる全ての人たちとともに、「幸せ人口」を増やし、

「ウェルビーイング先進地域」の実現を目指します。

５．基本理念：「幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域、富山～」



計画素案の概要 ③
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幸せ人口1000万 
～ウェルビーイング先進地域、富山～

＼ とやま2035 ／

地域で支え合いながら、必要
な医療、介護、福祉サービス
を安心して受けられる

国内外の多様な人材が富山に引き寄せられ、住民との
緩やかなコミュニティの中で、空き家も活用しながら、
新たな出会いや交流、チャンスを創出

すべてのこどもたちが、安心して学び、
遊び、夢を育める

誰もが個性や能力を発揮し、
いきいきと活躍できる

製造業など各産業分野に
おいて、AIやロボット等が
活用され、生産性が向上し、
さらに成長・発展

スタートアップや新たな産業が生まれ、
地域経済が循環し、富山発のブランドや
サービスが全国・海外へ

災害への備えや食の安全保障の強化、犯罪の
抑止などにより、安全・安心が高まる

選択肢があり
自分の未来を描ける

安全・安心、豊かで
住みやすい

人と人がつながり
選ばれる

アイデアが形になり
稼げる

美しい自然や田園風景、祭り、伝統文化、スポーツチーム
など地域への誇り・愛着を持つ人が増え、協力して地域
の魅力を継承・発展

AIなど最先端の技術と自然の恵みを融合
させた夢と希望のある農林水産業に

自動運転やドローン等を活用し、どこに
住んでいても、便利で豊かに暮らせる

６．みんなで目指す「とやま2035」～10年後の将来像～



計画素案の概要 ④

政策の柱１ 未来に向けた人づくり

［政策分野］
― 本県の活力を支え、発展の礎となる ―

こども・
子育て

01

教 育

02

文化・
スポーツ

03

健康・医療
・福祉

04

スタート
アップ

05

人材活躍
・共生

06

政策の柱２ 新しい社会経済システムの構築

― 県民が躍動する舞台を創出する ―
［政策分野］

インフラ・
県土強靱化

07

まちづくり
・交通

08

農林水産

09

観 光

11

産業・GX

10

環 境

12

7

７．２つの柱・12の政策分野と県づくりの視点

持続可能でしなやかな富山県

変化に柔軟に対応し、①安全・安心、
快適で、災害に強い生活基盤、
②競争力のある産業基盤がある

みんなで創る富山県

多様性を認め合い、富山に関わる
全ての人が主役となり、
新しい未来を創造できる

共 創しなやか

ワクワクする富山県

ワクワクすることがたくさんあり、
県民が誇りをもって暮らし、国内外から

人や企業を呼び込む求心力がある

ワクワク

県づくりの視点



新しい「富山の未来」
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＼ 2 0 3 5 ／ 

しなやか

一緒に描く、みんなでつくる！

挑 戦

チャンス

ワクワク
共 創

笑 顔
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